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特定非営利活動法人 PIECES   

 

１ 事業の成果 

（１）市民が主体となり、子どもの育ちに多様な人が関わる生態系を生み出す事業 

①Citizenship for Children（CforC）プログラム 

 子どもの日常にかかわる人たちの市民性の醸成・エンパワメントを通じて、様々な背景を有する子ど

もたちに対して柔軟で主体的なアクションを生みだすための育成プログラム。講座と対話型のゼミ、実

践、リフレクションによる学びを織り交ぜながら育成を進めている。今年度実施した CforC2024 は、前

年度の内容を基本としながら、コロナ禍以降続いていた完全オンラインプログラムから一部対面研修あ

りのプログラムへと刷新した。 

 プログラムは、「動画コース」「基礎コース」「探求コース」の３コースを開催した。「動画コース」

では、講義録画及び講師と基礎コース参加者との質疑応答の録画を配信した。「基礎コース」では対面

形式のゼミを実施し、参加者同士、相手の人となりを感じながら市民性について考える時間となった。

「探求コース」では、基礎コースでの対面ゼミを経て、より深く本質を考えるワークに取り組むゼミや

リフレクションを行った。 

 それぞれのコースに参加した人数は、「動画コース」13 名、「基礎コース」2 名、「探求コース」11

名で、参加者の合計実数は 26 名であった。 

 

 プログラム参加者へのアンケートにおいて、参加前後での変化を問う設問では、「子どもとの関わり

において、『自分なりの価値や楽しさ』を見出し、自分の言葉で他者へ伝えることができる」：88.9%

（50.4%増加）、「目的に対して直線的に向かうだけでなく、他者が関わりたくなるような余白やユー

モアを意図的に創造することができる」：66.7%（59%増加）、「自分の存在や働きかけによって、他

者や周囲が反応したり変容したりする可能性を持っているということを実感している」：77.8%

（31.6%増加）、といった成果が見られた。 

 また、質的な項目においても、下記のような回答が得られた。 

 

・自分では物事に対してフラットに見ている方だと思っていたが、自分の価値観を押し付けてしまって

いることも多々あり、それを自覚できた。（地域活動・任意団体、35-44 歳） 

 

・一見、ネガティブに思える自分の反応、感情的な言動にも、私の願いが根本にあることに気付き、自

分をいとおしく感じるようになった。(NPO・NGO 職員、45-54 歳) 

 

・資源性のワークで、自分にできること、他者にできることがそれぞれ異なり、そこまで背負わなくて

も自分にできることをやれば良いのだと感じることができたことが大きい。（18-24 歳、大学生） 

 

・無意識に目の前のことに対して、自分がどうにかしなければというような背負う気持ちが心のどこか

にあった気がするが、それが和らいだように思う。私も資源の一つと、いい意味で力が抜けた。

(NPO・NGO 職員、45-54 歳) 

 

・プログラム構成がしっかりと丁寧に組まれていて、長時間にもかかわらず最後まで充実した時間を過

ごすことができた。（会社員、35-44 歳） 

 

・子どものために特別に何かをしなくてはいけないという訳ではなく、何気ない日常での在り方を大事

にしようと思うようになった。（大学生、18-24 歳） 

 

②CforC コンソーシアム 

 2024年度は、前年度 6団体から 9団体へと少しずつ広がり、より多様な背景や取組をおこなう団体同



士がつながるコンソーシアム（共同体）となってきた。月に 1 回程度、定期的に集い学び合う場「まな

びの会」もこれまでの相互理解の場から、外部講師を招き、各回テーマをともに学ぶ機会となっている。

また、参画団体による協働の取組事例もさらに進んだ 1年となった。一例として、2024年度には「一般

社団法人 Life is」と共に、稲城市民を対象に 3 回連続の研修を実施。「子どもに優しいまちづくり」を

テーマに、講義やワークショップを通じて対話を重ねる中で、参加者同士のつながりや地域との継続的

な関係づくりにつながる場となった。 

 こうした活動の積み重ねにより育まれてきた団体間の関係性を素地に、コンソーシアムとしての制度

設計にも着手し、会員制度の整備など基盤づくりを進めてきた。その一端として、まずは名称を従来の

「CforC コンソーシアム」から「ひびラボ」へと変更し、少しずつではあるが PIECES のコンソーシア

ムからみんなで創るコンソーシアムへとシフトチェンジを試みている。2025年 6月には、初となるフォ

ーラムの開催を予定しており、PIECES だけでなく他団体メンバーも交えたチームを立ち上げ、ゼロか

らの準備を進めている。 

 これからも、多様なステークスホルダーとともに、「まなぶ」「つくる」「ひろげる」を中心に、共

創的なアクションをカタチにしていくフィールドとして育てていきたい。 

 

 

（２）研修・コンサルティング事業 

 上記、Citizenship for Children プログラムで用いる対話やワークショップのエッセンスを研修コンテ

ンツとして切り出し、子どもの支援等を行う団体や組織に対して、研修や相談によるサポート行う事業。

今年度は、主として NPO 等の非営利組織や企業向けに研修を実施した。詳しい成果は、次項に記載の

通り。 

 

  

（３）啓発・普及事業 

 子どもも大人も尊厳が大切にされる社会の土壌をつくることを目的とする本事業では、以下の 3 つの

機能に則って活動を進めた。 

 

①発信｜一人ひとりの尊厳を大切にした発信をする 

子どもを取り巻く環境、課題、社会の状況について、そこに起こっている事実とその背景にある構造

を丁寧に伝える活動。今年度も子どもの権利や市民性等に関する情報発信を継続したほか、メディアの

あり方を子どもの権利とウェルビーイングの観点から捉え直し、これからのメディアのあり方を見つめ

直すことを目的としたプロジェクトを実施した。国や企業など、様々な立場で情報発信する方々とのト

ークセッションの開催、インタビューを通じて聴こえてきた子どもたちの声をまとめたレポート制作な

どを通じて、広く社会に発信をした。 

 

②普及｜市民性との出会いをつくる 

自分や他者の市民性に出会うことは、市民性を発揮する入口に立つことにつながる、という考えのも

と、誰もが誰かにとっての「信頼できる他者」となりうることへの気づきを届ける活動。今年度は、12

月 2日からの約 3週間、「問いを贈ろう」という SNSキャンペーンを 4年連続で実施。スポーツ選手や

タレントなどにも協力を頂き、「問い」を通じて自分や他者、地域や社会へ想いを馳せるためのきっか

けづくりに取り組んだ。また暮らしの中にある市民性をみつけるためのワークブック「やさしさのむし

めがね book」を制作し、ともに市民性について深めるワークショップを複数回開催した。 

 

③共創｜市民性の発露を促す 

社会は私たち一人ひとりの行動によって変化し、動いていくからこそ、実際に一人ひとりが持つ「市

民性」が発揮・発露されるための機会や環境づくりを行う活動。2024年度は「市民性」「子どもの権利」

「リフレクション」と PIECES が大切にしている３つの視点から、子どもや他者と関わる上で大切にし

たいまなざしを参加者とともに深めるオリジナルワークショップも作成した。また日本の子どもを取り

巻く現状や一市民・一企業という立場でまちや地域の中でできることを伝えたり、共に考えたりするた

めの講演やワークショップを数多く実施した。活動を届けた受益者の数など、詳細な成果については次

項に記載の通り。 



 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【 35,830 】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 
従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千
円） 

市民が主体

となり、子

どもの育ち

に多様な人

が関わる生

態系を生み

出す事業 

①Citizenship for  

Children（CforC）プロ

グラム 

市民性を発揮して子ども

を支える環境づくりに取

り組む人を育成する学習

プログラム。 

 

②CforC コンソーシアム 

各地の団体や機関、自治

体等との協力・共創によ

って CforC プログラムそ

のものや、そこから生ま

れたエッセンスを各地に

広げていく取組。 

①2024年 9

月-2025 年

2 月 

 

②通年 

① 全 国

（オンラ

イン） 

 

② 全 国

（オンラ

イン） 

有給スタ

ッフ： 5

名、プロ

ボノ・イ

ンターン

ス タ ッ

フ ： 15

名 

一市民と

して子ど

もの支援

や子ども

との関わ

りに関心

のある学

生・社会

人 

①プログ

ラム参加

者 ： 26

名 

 

②参画団

体：9 団

体 

 

②研修実

施回数：

9 回（延

べ 206 人

超） 

23,019 

研修・コン

サルティン

グ事業 

子どもの支援等を行う団

体や組織に対して、研修

や相談によるサポートを

行う事業 

通年 

全国（オ

ン ラ イ

ン） 

有給スタ

ッフ： 1

名 

子どもの

支援や地

域活動に

従事する

方々 

研修実施

回数： 4

回（ 100

名超） 

231 

啓発・普及

事業 

発信・普及・共創の 3 つ

の柱を通して、子どもも

大人も尊厳が大切にされ

る社会の土壌をつくる事

業 

通年 

東京都、

オンライ

ン 

有給スタ

ッフ： 4

名、プロ

ボノ・イ

ンターン

ス タ ッ

フ：1 名 

広く市民

社会全体 

・講演実

施回数：

36 回

（ 1,000

名超） 

・啓発キ

ャンペー

ン 参 加

者：延べ

7,392 人 

12,580 

 

（２）その他の事業                    （事業費の総費用【    】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 
従事者 
人数 

事業費 
（千円） 

  

  

  

  

  

  

 


